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海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚一それは旅の半ばの一つの出来事。

新たな旅立ちをした女たちはいま手をとり合い女であるがゆえの偏見と差別に向きあう。

ハンド・イン・ハンドは、生きやすい社会をめざし、支えあう女たちの流木である。
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［あまのじゃく？　ワールドカップに思う］

■いよいよ梅雨本番。でもその前に真夏のような暑さ。そして、

日本中がワールドカップに燃えています。

　私も娘と共に先日の日曜夜は、対ロシア戦をテレビで見てい

て、稲本がゴールを決めた時は思わず興奮して拍手しちゃいま

した。でもねえ、どのチャンネルを回しても、サッカーばかり。

「何なの、これは？」と思う私は、相当変わり者かあまのじゃく

でしょうか。

■失業や倒産など暗い話ばかり。せめてワールドカップで楽し

もうというのはわかるし、それに水を差そうとは思いません。

韓国と日本の共催というのもとてもいい。いわゆる「従軍慰安

婦」問題の国際シンポジウムが数年前にソウルであった時、私

は日本の国会議員でたった一人参加したところ、韓国の人たち

からどんなに責められたか。韓国の人たちが、どれだけ今も加

害国としての日本への怒りや恨みを持っているかを、痛烈に思

い知らされたことがあります。国としての責任をきちんと取る

こと、そして互いの国民の交流を盛んにすることの必要性をも

痛感しましたから、ワールドカップの共催、さらに、各参加国

のチームが多様な人種で構成されていることも、しみじみ「い

いな」と思います。

■とはいえ、私の言いたいのは、日本人の性癖というか、傾向

です。同じものに興奮し、同じものに夢中になる。小泉さんと

眞紀子さんにわあっと湧くのも同じ。これは日本人の傾向とい

うより、映像メディアの恐ろしさでしょうか。活字を読まない

人もテレビのワイドショーは見る。ニュース番組も視聴率のた

めにはワイドショー的になり、何十回も同じ場面を放映する。

それも全ての局が同じことをやっている。

　ある文脈の中の一言、一場面だけ、恣意的に取り上げるとど

んな誤解を人々に植えつけることか。その無責任さと映像メデ

ィアの影響力の大きさをもう少し考慮してほしい。これでは

「有事」の時に、どんな情報操作がされるか、肌寒くなりません

か。みんなが同じものを見たり言ったりするのは、「気持ち悪い」

と思うあまのじゃくの私です。　　　　　　　　　（円より子）
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テレビやラジオのニュース丁初めて知り

驚いてかけた人が圧倒的でした。　　　　　　　下

働子家庭の母親は不安定な職業が多く、

年収は収入ゼロと200万円以下が6割奄占め、

余力のない母親がほとんどです。

一2002年5月9日（木）～1旧（土）母子家庭llO番報告一

円より子

　3日間4台で計12時間（延べ48時間）、特設の電話

相談「母子家庭llO番」を行いました。　NHKの朝のニ

ュースで案内が流れ、新聞3紙にも掲載されたので、

目一杯150件はかかってくると思っていたのですが、

実際には101件でした。「母子家庭110番」なので、対

象が狭まったからでしょうか。

　さらに、母子家庭の母親は、行政や政治に対して不

満や要望等があっても、一人で働きながら子どもを育

てているので時間的、経済的な余裕がなく、陳情や請

願署名活動、反対集会を開くのも大変だし、電話相談

すらできない状況もあるのでしょう。

　今回の「母子家庭110番」の目的は、厚生労働省が

今国会で法案を提出し、母子家庭にとって必要な児童

扶養手当の削減問題が起こっているため、母子家庭の

生活実態や要望を知ることでした。

　101件のうち、母子家庭の母親・本人（通常の離婚

相談18件を除く）からかかってきた64件のうち削減問

題を60人（93．8％）の人が知っていましたが、そのう

ちの57人（95。0％）は、初日の朝のニュースや新聞の

「母子家庭IlO番」の告知で初めて知った状態でした。

　なぜ知らなかったのか。離婚直後は、離婚届け出や

子どもの姓の変更、預金通帳や免許、健康保険、年金、

子どものランドセルや筆記用具に至るまで、様々な住

所変更や氏名変更の手続き、また住居や生活の糧であ

る仕事探しと、母親は火事場の馬鹿力を振り絞り、寝

ないで頑張る状況がしばらく続くため、ニュースを見

る余裕もありません。しかし、離婚後数年経つと小康

状態になるのですが、この不況下でリストラ、倒産に

あって、数年経っていても余裕がないようです。

　経済的理由のため新聞購読をやめる人の多いのも一

因です。この法案のねらいは、児童扶養手当の削減な

のに、就労支援や子育て支援、住宅支援を前面に押し

出し、問題の所在が隠されていて、自分たちの生活に

響く法案を、成立してからしか当事者は知り得ないの

は大問題です。
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　〔首都圏からの相談が大多数〕

　　3日間の相談件数101件のうち、母子家庭の母親本

　人（通常の離婚相談18件を除く）からかかってきた64

　件について分析してみました。

　　「母子家庭llO番」の相談者の居住地は、東京を初

　め、千葉、神奈川、埼玉等、首都圏が45件、70．3％を

　占めましたが、岩手、宮城、静岡、大阪、兵庫、山口、

　福岡、大分と、全国各地からかかってきました。

　〔母親の年齢はやはり児童扶養手当受給対象年齢〕

　　母親の年齢は、30代が1位で48．4％、40代が2位で

　29．7％と、児童扶養手当の受給者と重なっています。

　　「別居中」が4件（6．3％）、「離婚」が56件（87．5％）、

　「死別」が1件（L6％）、「非婚」が2件（3．1％）でした。

　　離婚後の年数は57件中（死別を含む）、「1年～5年

　未満」が半数を占め、50．9％、次に「5年～10年未満」

　が21．1％、「！年未満」が14．0％と続き、10年未満が

　76．6％を占めています。やはり児童扶養手当の受給対

　下堀からの相談が多かったと言えます。

　〔1世帯の子どもの数は全国統計と同じ〕

　　母子家庭1世帯の子どもの数は、「1人」が51．6％と

　半数を占め、次いで「2人」37．5％と、現在の全国的な

　子どもの人数を反映しています。その他、「3人」、

　「4人」の世帯もそれぞれ6．3％、4．7％いました。

　　4人の子どもの母親の相談の後、長男の中3の男の

　子が、「厚生労働省に言いたいことがある」と母親に代

　わり、「収入が低い母子家庭から児童扶養手当を下げ

　るなんて、国は弱い者いじめではないか。今回の引き

　下げの話は、まだ知らない人が多いはずで、こんなこ

　とを勝手に決めてしまうなんてひどすぎる。4人兄弟

　で、これからお金もかかるから、高校にも行けなくな

　る。これからでも何とか反対して、元に戻せないのか。

　この意見を国会にあげてほしい」と訴えていました。

　　子ども105人の年齢は、「小学生」が42．9％が1位で、

　次いで「就学前」が21．0％、「中学生」が14．9％、「高校

　生」が10．5％でした。
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　　〔母親は不安定な職業が多い〕

　　　母親の職業は、「パート」が45．3％、「契約・派遣社

　　員」が125％と双方で6割近くを占めていて、「無職」

　　も17．2％を占めています。無職は離婚直後には多いの

　　ですが、今回の特徴は、5年以上の人もかなりいて、

　　この不況で倒産、リストラされたとのことです。

　　　50歳以上では「四丁員を探しているがパートしかな

　　い」「55歳でパ・一tトをクビになってしまう」、40代も「パ

　　ートを突然解雇され、それ以後仕事が見つからない」、

　　「40歳を越えると収入の良い職業がなく、労働条件も

　　悪く難しい」「コンビニでもダメだった」、30代でも「子

　　どもがいると面接も断られる」「子どもが小さいのでア

　　ルバイトをするしかない」、「37歳でも契約社員やパー

　　トしかない」と、厳しい雇用状況が伺えます。

　　　これまでも、「ハンド・イン・ハンドの会」を対象

　　に、様々なアンケート調査を行ってきましたが、1995

　　年の「養育費等に関するアンケート」では「正社員」が

　　59％、1996年の「ひとり親家庭の生活アンケート」では

　　58％、2001年の「養育費と面接交渉についてのアンケ

　　ート」では、523％と、ハンド・イン・ハンドの会の会

　　員は正社員が多く、法制度まで変えていこうというエ

　　ネルギーのある人が多い。ところが今回の電話相談で

　　は、正社員は23．4％でした。削減のニュースに驚いた

　　人たちの多くはぎりぎりの生活をしているのに、さら

　　に不安にかられたことでしょう。余力がないことが明

　　白です。これは氷山の一角で、多くの人たちは削減問

　　題について知らず、また知っても怒る力もないのかも

　　しれません。

　　〔年収はゼロと200万円以下が6割を占め、厳しい生

　　活を強いられている〕

　　　母親の年収は、「収入無し」が10．9％もありました。

　　「100万～200万未満」が35．9％、「100万未満」が125％、

　　と、200万未満が48．4％と収入ゼロと合わせ6割を占

　　めています。「200万～300万未満」も21．9％いますが、
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有り　　無し　　別居中　　その他　　不明

平均年収は144」万円。ここから、住居費、教育費、

医療費等、どう捻出するのか。厳しい生活を強いられ

ています。

　住居は「賃貸アパート」が25．0％、「公団・公営住宅」

「借家」が6．3％で、「賃貸住宅」が、31．3％あります。

「親きょうだいの家・持ち家」が23．4％、「持ち家」が

18．8％でした。「不明」が25．0％あるので明言はできま

せんが、住居についても厳しい生活が伺えます。

　母子家庭の持ち家率は、厚生労働省の平成10年の

「全国母子世帯等調査」によると、26．6％（死別母子家

庭は66．7％、生別母子家庭は17．3％）で、2001年の「養

育費と面接交渉についてのアンケート」では、36．0％

でした。

〔児童扶養手当を受給している人がほとんど〕

　児童扶養手当の受給状況は、「全部支給」が51．6％、

「一部支給」が15．6％と合計67．2％を占めています。「無

し」も25．0％ありましたが、実家の親と同居している

ため支給されないという人も多くいました。そのため、

児童扶養手当に対する要望は82．8％ありました。

〔相談内容はやはり経済的な問題がトップ〕

　相談内容については、1位「経済問題について」

（92．2％）、2位「行政への不満・要望等」（86．0％）、3

位「仕事について」（65．6％）、4位「養育費について」

（43，8％）、5位「子育てについて」（40．6％）、6位「住

居の悩み」、「面接交渉について」（29。7％）です。

　「行政への不満・要望等」は、怒りを伴っていたため、

厚生労働省の直通の電話番号（03－3595－2504）を教え

ました。　　　　　　　　　　　．

　「仕事について」は、前述の「倒産し解雇された」「パ

ートで安くてきつい」といった「雇用の不安定」や、

「転職したいが探す時間もない、ハローワークに行く

時間もない」、「資格を取りたいが勉強の資金無し」「職

業訓練校に入りたいが無職にはなれない」とステップ

アップの余裕のなさを訴えるのが目立ちました。
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第134回　長崎Yさん
〔家族構成〕

私32歳　長男6歳
父62歳　母57歳
〔住居〕

親の持ち家（戸建て・4LDK）
　　　　　　　’Jht’

　離婚して3年になりました。異

常に嫉妬深い夫で、私は仕事に行

くことを許してもらえず、外出が

増えるからと生活費もわずかしか

もらえない、窮屈な結婚生活でし

た。

　子どもが生まれてからは子ども

に嫉妬し、キレルと子どもに対し

ても暴力を振るうようになったた

め耐えられなくなり、夜逃げ同然

で夫が仕事に出ている間に、実家

に帰り、別居を始めました。

　その後3回の調停で離婚は成立

しましたが、夫の、「養育費は払

わない。息子とは金輪際会いたく

ない。」という条件をのんでの離

婚でした。それでも自由になれた

ことが嬉しくて、時給700円のパ

ートの初めての給料で、息子と2

人、コンビニで好きなものが自由

に何でもも買える！！と喜びを噛み

締めたことを、今でも鮮明に覚え

ています。

　離婚後、様々な仕事をしました

が契約社員のような仕事ばかり

で、やっと正社員になった会社は

倒産。体力に任せ、働けるだけで

も幸せと思っていましたが、将来

を考えるとやはり安定した職と収

入が欲しいと考え、現在は夕方か

ら飲食店でアルバイトをしなが

ら、資格を取るため通信教育で勉

強をし、定期的にスクーリングに

通っています。去年、昼夜働き、

夜の分の収入を、学費と生活費に

充てています。

　父が現在も仕事をし、母が元気

で息子を預かってくれる事、私が

夜働く事も理解してくれているお

かげで、今の暮らしが出来ている

と、両親には本当に感謝していま

す。

　目標は、資格取得、経済的自立

はもちろんですが、年に一回くら

いは両親と息子を家族旅行に連れ

て行ってあげられるようになりた

いものです。

　地方はまだまだ離婚に対する偏

見も強く、精神的な不自由さがあ

ります。女・子どもが元気でいら

れるのが幸せな社会だと思いま

す。少しでも風通しよく生きられ

るように、前向きに頑張っていき

たいと思っています。

家計簿内訳
（2002年5月分）

〔収入〕

失業手当　　　　　　　　　110，000円

児童扶養手当　　　　　　　42，000円

その他（アルバイト代等）　　30，000円

十量口

〔支　出〕

食費・光熱費（親へ）

スイミング（息子）

保険料

携帯代

車維持費

貯金

娯楽・交際費

182，000円

50，000円

6，000円

10，000円

10，000円

10，000円

42，000円

54，000円

計 182，000円

　「養育費について」は、ほとんどが初めから支払われ

ない、約束を守らず支払われていない状況で、養育費支

払いの履行確保制度を求める声も。また、養育費の支払

いはあっても十分でなく増額請求を考えていたり、将来

も支払われ続けるかの不安の訴えがありました。

〔面接交渉がないため、養育費支払いも少ない〕

　子どもの引き取りについては、「双方で分けた」が！

件だけで、後は「母親が全児引き取り」でした。

　面接交渉については、「有り」が9．4％、「無し」が

50．0％。今回の相談は経済的な問題が多かったため、

「不明」が35．9％と高く、その内容はわかりませんが、

「行き来有り」が9．4％というのは、かなり低いように

思います。

　ハンドの会の前述の各調査では、「面接交渉有り」が、

それぞれ57％、40，0％、43．8％と高くなっています。

　養育費支払いは、今回は「有り」が26．6％と、全国的

な統計の20．8％（厚生労働省の平成10年「全国母子世

帯等調査」）よりは、多少高くなっていますが、前述

の調査では、それぞれ51．0％、68．0％、60．5％であり、

面接交渉が少ないことが養育費支払いに影響している

ようです。

〔子どもへの離婚の影響を少なくする努力と法制度の

創設を〕

　父親の養育費支払を義務化し離婚の要件とするべき

だという意見は、面接交渉を行い、養育費を支払うこ

とが、子どもにとって、別れた父親が経済的にも、物

理的にも、精神的にも自分のことを考え支えてくれる、

成長を見守ってくれるという子どもの福利になるから

です。子どもへの離婚の影響をどう少なくするか。そ

のためにも、離婚の際に養育費や面接交渉を決めるべ

きだと思うのですが、離婚の要件とすると暴力夫との

離婚が困難になるなど、離婚の自由を制限することに

なりかねず、難しいところです。

　父親の養育費支払いを義務化するのではなく、支払

っている父親に税控除が受けられる措置をPRするこ

と、離婚の届け出用紙に養育費支払取り決めの有無を

記入する欄を設けて啓蒙するなど、支払を徹底させて

いくことが必要なのではないかと思います。

（4）
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私は待っています

ハンド・イン・ハンドの会報204号「待ち望まれている

でしょうか」の問いかけに対し、会員が出した答えです

じ一んとくるお手紙たくさんいただきま

した。また頑張ってハンドの会を続けま

す。心からありがとう。　　（円より子）

ハンドの会で救われました

　　　　　　　　　M・K（？歳）

　204号の会報見ました。

　続けるかどうかということでした

が、是非続けていって欲しいと思っ

ています。

　私は待っていますよ。

　必要としている人はだくさんいる

のです。

　私もハンドの会で救われました。

これからも、会員であることで、支

えていきたいと思っています。

　再婚したからもう関係ないとは思

っていません。ずっと支えていきた

いと思っています。

子育てや生活の悩みなどを声に出し

て聞ける場所

　　　　　　C・K（埼玉・46歳）

　204号「待ち望まれているのでし

ょうか」を読みました。

　必要としている人は、たくさんい

ます。

　離婚を決意し、新たな生活を始め

る時、思わぬアクシデント、迷い、

子育てなどを、すべて自分ひとりで

解決しなくてはならないと思いつ

め、まさに、波間に漂う葉っぱのよ

うに、気持ちは揺れ動きます。

　私は4年半前に別居し、その半年

後、近くに離婚経験者の会があるこ

とを知り参加しました。友人には言

えない本音も悩みも、この会では話

すことが出来ました。

　離婚引しばらくたっている人、子

育て中の人、私のような別居中の人

など様々でしたが、一緒に悩み、は

げまされ、時には批判され、いろい

ろな価値観の中で冷静になることが

出来、自分のこれからを自分で決め

ることが出来たと思っています。残

念ながら、この会は解散してしまい

ました。会員がそれぞれ落ち着いて

きたこともあるのでしょうが、この

ような会を続けて行くことはとても

大変なのだと思います。

　月日が経つと、苦しいながらも、

それなりに精神も生活も安定してき

ます。4年半前の、わらをもっかみ

たい不安は今はありませんが、子育

てや生活上の悩み、法律の不平等な

どを感じることは多々あります。そ

んな声を出せるところ、聞けるとこ

ろがハンドです。

　私には必要です。

　円さん、よろしくお願いします。

役に立ちたい

　　　　　　Y・1（埼玉・？歳）

　産まれたばかりの息子を抱えて別
居。

　実家で暮しながら、気持ちが揺れ

動いていた頃、偶然手にした円さん

の本でハンドの会のことを知り、早

速加入しました。

　早いもので、あっと言う問に10年

以上過ぎました。ハンドに頼る気持

ちから、何か役に立ちたいなと思っ

たりもしたのですが、結局何もしな

いまま、現在に至っています。

　私の目下の悩みは、同居の父の介

護と、勤め先のことでしょうか。母

子家庭ゆえの悩みからは、少し外れ

てきたようです。

　何かお役に立てることがあれば、

ご連絡ください。

待ち望んでいるひとりです

　　　　　　H・T（群馬・？歳）

　できるだけ続けて下さることを望

んでいるひとりです。

　今は決して余裕のある日々ではあ

りませんが、毎日食べてはいけてい

ます。

　ただ、何か本当に困った時に、力

になってくれるハンドがある、と思

うだけで、心強い気持ちになれてい

ます。本当は、十二年前、離婚をす

る時に、ハンドのことを知っていた

かったなとの思いもあります。

　これからもずっとずっと頑張って

いってください。
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どこに相談してよいか分からずに、

ひとりで悩んでいる子達は、まだま

だ多いのですから。

探し始めています

　　　　　　Y・0（東京・？歳）

　204号に「待ち望まれているので

しょうか」とありましたが、私は
「探し始めています」。

　連絡のスムーズにいかない相手と

の部屋を片付け、子どものオムツを

換え、切手を買い、ペンを探し、こ

の手紙もようやくの思いで書いてい

ます。お金は出て行くばかりの毎日

です。

　区内の老人に食事を配るNPOの

お手伝いを始めました。45人で始め

たのに、残っているのはおひとりと

か。しかしながら、20年という長

い年月、食事を作り、配りを繰り返

してきたその姿に支えられ、私も1

歩を歩んでいます。

　思うところがあり、「女性の安全

と健康のための支援教育センター」

へ参加することも決めました。

　高齢少子化、不況の中で、ひとり

でも、子どもを育てようとする、勇

気ある人をこれからも支えてくださ

い。

感謝を持って晴れて卒業します

　　　　　　M・K（東京・38歳）

　この度再婚し、母子家庭を卒業し

ました。離婚前の別居時に生まれた

末っ子も4年生になります。

　スターートは、7、2、0歳の3人

を抱え、就労経験もほとんどない29

歳の専業主婦でした。

　実家に帰ることが出来なかったの

で、福祉の充実していると思われる

東京23区内に住居を決めました。

　保育園は待ちなしで無料、都の職

業技術専門校で手当をいただきなが

ら製図の技術を身につけました。

待遇の良いところだけを求めて派遣

社員を含め数回転職をしました。子

どもだけを家に残しての深夜残業が

続く日もあり不安でしたが、頑張り

は認められるもので、現在は月給37

万円で残業も少ない職（CADオペ
レーター・手慣員）に就けています。

　養育費が前夫の給料天引きで振り

込まれているので恵まれた方でしょ

う。前夫は現在の奥さんの手前か、

子ども達と連絡をとろうとしませ



ん。残念ではありますが、私は彼の

仕事熱心なところを今も尊敬してい

ますので、子ども達もお父さんに対

し悪い印象をもってはいないようで

す。もっと年月が経ち、両方が望む

頃、交流がはじまればいいなと思っ

ています。

　ひとり親は、子どもが精神的に歪

まず成長してくれるかが不安です。

我が家もいじめや不登校を何度も経

験しています。悩みの重さも3人分。

でも3粘いるから明るくしていられ

るともいえるのでしょう。

　子ども達のお父さんに相談できな

い分は、友人達や今の夫が力になっ

てくれました。子育てのゴールは先

ですから、まだまだいろいろあるで

しょうけど。

　自分にとって離婚は、打たれ強く

なるチャンスでした。マイナスをプ

ラスに持っていく思考力は財産で

す。その点では本当によかったと思

っています。今辛い情況にある方、

頑張ってくださいね。

　ハンド・イン・ハンドの会の方々

元気をたくさんいただきました。

ありがとうございました。

紘　．一　．i”i魯魚勧

つなげよう
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・：鼎1鷺灘。k＿d。i，，。，jp
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　http：／／www．kazoku’mondai．co．jp／　’

｣婚の法律、手続きのこと、子育てや生
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難
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※匿名の方へのお便りは、表記事務

　所円より子宛にお送りください。

　ご本人に転送いたします。

同じ経験をした仲間を探しています

　　　　　H・S（埼玉県・40歳）

　夫のトランスジェンダー（性同一

性障害）によって離婚しました。な

かなか無いケースなので、同じ立場

で離婚した人がもしもいて、同じ体

験や今後のこと、悲しみ辛さなどを

分かち合える人が側にいれば、もう
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少しは心の重荷がとれるのではと考

えていました。でも、今のところ見

つかりません。

　離婚をした同じ経験者の、ハン

ド・イン・ハンドの会員の方なら、

なんとなく、今の自分の心に近いと

ころにいる人がたくさんいるような

気がします。

　理由はともあれ、ひとりになった

わびしさ、辛さや、その他いろいろ

聞いていただきたいし、聞かせてい

ただければと思いました。

　皆で助け合う場のあるということ

は、大変すばらしいことだと思いま

す。もし、ハンド・イン・ハンドの

会員の中で、私と同じ理由で離婚し

た方がいて、コミュニケーションが

とれればありがたいです。

▲H・Sさんへのご意見、お便りお

待ちしています。分かち合えば心の

重みがとれる、まさにその通りかも

しれませんね。

1Kに息子とふたり、引っ越しまし
た

　　　　　　T・0（東京・47歳）

　204号が、家を出る日に届き、今

日ゆっくり読みましたら、私のこと

が出ていました。

「T・0（東京・47歳）アパートが

借りられない」です。

　「息子名義で私が保証だったら」

とか、あの手この手を考え、不動産

屋を回ってみましたが、そっけなく

されたり、貸したくない気持ちが分

かるような親切？だったりでした。

　マンスリーマンションがあるとい

うことに、遅まきながら最近気付い

て、1K（賃料が安いため）に息子

とふたり引っ越しました。

　夫への恐怖感がピークに達し、耐

えられそうになく、突然家を出たの

で、忘れ物があったり、ゴミを持っ

てきたりでした。これからの修羅場

を思うと、今まで以上に大変だと思

います。いろいろ教えていただきな

がら、離婚できればと思います。

▲別居の一歩を踏み出されたのです

ね。本当に部屋を借りるのにも大変

な世の中です。他の会員の皆さんの

経験も聞かせてください。

自分を取り戻したい

　　　　　　匿名　　（新潟・7歳）

　今年の初めに離婚しました。

　子どもはいませんが、精神的な負

担（経済・世間の目）が多く、今一歩

踏み出せずにいます。

　同じ痛みを経験された方と話せる

機会があれば、うれしく思います。

同じ立場の方と、少しでも早くつな

がりを持ち、自分を取り戻したいと

思っています。どうぞよろしくお願

いします。

▲同じ経験をもつ方と話すことは、

現在までの気持ちを整理することに

もつながります。少しずつ、本来の

ご自分を取り戻せたらいいですね。

歳とともに悩みも変わる

　　　　　　Y・M（東京・38歳）

　離婚して7年。

　最初の頃の大きな問題は、保育園

の送り迎えやら、子どもが熱を出し

た時の仕事をどうするかでした。

　それが、子どもが小学校に入学す

ると、放課後の学童の問題、塾や進

学の問題へと変わっていきました。

　最近の問題は、もっぱら思春期の

子どもの心とどうつき合うかという

ことでしょうか。

　ハンド200号の、吉川氏と円さん

の対談を読んでいろいろ考えさせら

れました。

　ひとりで子どもを育てていると、

子どもが小さい頃の苦労ばかりを考

えがちだけど、本当の子育ては、子

どもが思春期に入ってからなのでは

なかろうか、と、今更身が引き締ま

る思いです。

　子ども達は、不定期に父親には会

っていますが、最近、その父親がど

うも子どもの成長について行ってい

ないようです。些細なことから喧嘩

になり、お互い心を傷つけるものの

一緒に暮していない分、解決も出来

ない。そんなことが続いています。

　子どもが一気じ大人になれば、な

んてことはない問題ばかりなのでし

ょうが、その、大人になるまでの数

年の重みをかみ締めています。

▲子育ては一生のことなのでしょう

か。経験・アドバイス、お待ちして

おります。
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